
　先日，娘のバレエの発表会を見に行ってきました．コロ
ナも落ち着いてきたことで，今回は観客を入れての発表会
ということもあり，娘も発表会当日は緊張の面持ちでした．
　芸術関係に疎いため，自分にとっては娘の発表会が芸術
と触れ合う唯一ともいえる機会であり，クラシック音楽の
中に身をおくこともバレエを鑑賞することも，新鮮に感じ
ました．小さく可愛いバレエダンサーたちは，発表会当日
に最高のパフォーマンスを発揮できるよう一生懸命練習に
励んできました．そして，この日のために用意した綺麗な
衣装を身にまとい，指先からつま先まで神経を張り巡らせ
て，力いっぱい踊っているその姿が本当に印象的でした．
　われわれが日々行っている臨床検査業務は，常に最高の
パフォーマンスを臨床側から求められています．個人のパ
フォーマンスはもちろんのこと，チーム（組織）としてのパ
フォーマンスも重要であり，迅速性・正確性・精密性・学
術性，どれも欠かすことのできないファクターだと思いま
す．少なくとも自分の担当分野において最高のパフォーマ
ンスで業務にあたることができるように自分自身も各方面
にアンテナを張り巡らせているつもりではありますが，正
直バレエダンサーのように指先からつま先まで……とはい
かないのが現状です（私だけかもしれませんが）．
　そして本誌でも，時間を割いて手に取っていただいてい
る方々が日常業務で最高のパフォーマンスを発揮できるよ
う，広くアンテナを張り，新鮮で，より深い情報を今後も
提供していきたいと思っています．
� （平石 直己）
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あ と が き

編集室より
この春の人事異動で担当になりました．どうぞよろしく
お願いいたします．長年，看護の書籍を担当しておりま
した．雑誌の経験はごくわずか，検査領域は初めてで，
ある程度の歳になっての新しいことへチャレンジです
が，日々楽しく仕事をしております．現場に役立つ情報
を届けられるよう努力していく所存です．� （A）
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